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宇
遅
能
和
紀
郎
子
伝
承
の
考
察
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
応
神
記
に
は
系
譜
の
最
後
に
、
「
此
の
天
皇
の
御
子
達
は
、
せ
て
廿
六
の
王
ぞ
男王
は
十
一
、
女
王
は
十
五
。
此
の
中
に
、
大
雀
命
は
、
天
の
下
を
治
め
き
。」
（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
）
と
仁
徳
天
皇
即
位
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
応
神
天
皇
が
皇
位
継
承
者
と
定
め
た
の
は
、
「
又
、
丸
邇
の
比
布
礼
能
意
富
美
が
女
、
名
は
宮
主
矢
河
枝
比
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
。
次
に
、
妹
八
田
若
郎
女
。
次
に
、
女
鳥
王
三
柱
。」
と
記
さ
れ
る
丸
邇
氏
出
身
の
女
性
を
母
と
す
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
皇
子
の
二
柱
の
兄
は
、
「
此
の
天
皇
、
品
它
真
若
王
の
女
、
三
柱
の
女
王
を
娶
り
き
。
一
は
し
ら
の
名
は
、
高
木
之
入
日
売
命
。
次
に
、
中
日
売
命
。
次
に
、
弟
日
売
命
此
の
女
王
等
の
父
、
品
它
真
若
王
は
、
五
百
木
之
入
日
子
命
の
、
尾
張
連
が
祖
、
建
伊
那
陀
宿
が
女
、
志
理
都
紀
斗
売
を
娶
り
て
、
生
み
し
子
ぞ
。
故
、
高
木
之
入
日
売
の
子
は
、
額
田
大
中
日
子
命
。
次
に
、
大
山
守
命
。
次
に
、
伊
奢
之
真
若
命
。
次
に
、
妹
大
原
郎
女
。
次
に
、
高
目
郎
女
五
柱
。
中
日
売
命
の
御
子
は
、
木
之
荒
田
郎
女
。
次
に
、
大
雀
命
。
次
に
、
根
鳥
命
三
柱
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
母
は
景
行
天
皇
の
太
子
五
百
木
之
入
日
子
命
の
子
で
あ
る
品
它
真
若
王
を
父
と
す
る
。
血
統
の
尊
貴
性
か
ら
い
え
ば
大
山
守
命
と
大
雀
命
が
宇
遅
能
和
紀
郎
子
よ
り
も
優
位
に
立
つ
。
命
の
称
を
も
つ
者
よ
り
も
下
位
に
あ
る
、
母
の
出
自
が
王
族
で
は
な
い
年
少
者
の
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
日
継
御
子
と
定
め
ら
れ
る
の
は
、
系
譜
に
続
い
て
応
神
記
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
応
神
天
皇
の
寵
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
上
巻
や
神
武
記
に
記
さ
れ
る
末
子
相
続
譚
と
も
異
な
る
論
理
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
三
皇
子
の
分
掌
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
是
に
、
天
皇
、
大
山
守
命
と
大
雀
命
と
を
問
ひ
て
詔
ひ
し
く
、
「
汝
等
は
、
兄
の
子
と
弟
の
子
と
孰
れ
か
愛
し
ぶ
る
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
天
皇
の
是
の
問
を
発
し
し
所
以
は
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
天
の
下
を
治
め
し
め
む
心
有
る
ぞ
。
爾
く
し
て
、
大
山
守
命
の
白
し
し
く
、
「
兄
の
子
を
愛
し
ぶ
」
と
ま
を
し
き
。
次
に
、
大
雀
命
、
天
皇
の
問
ひ
賜
へ
る
大
御
情
を
知
り
て
、
白
し
し
く
、
「
兄
の
子
は
、
既
に
人
と
成
り
ぬ
れ
ば
、
是
悒
き
こ
と
無
し
。
弟
の
子
は
、
未
だ
人
と
成
ら
ね
ば
（
未
成
レ
人
）
、
是
愛
し
」
と
ま
を
し
き
。
爾
く
し
て
、
天
皇
の
詔
は
く
、
「
佐
耶
岐
、
あ
ぎ
の
言
、
我
が
思
ふ
所
の
如
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
即
ち
詔
り
別
き
し
く
、
「
大
山
守
命
は
、
山
海
の
政
を
為
よ
。
大
雀
命
は
、
食
国
の
政
を
執
り
て
白
し
賜
へ
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
、
天
津
日
継
を
知
ら
せ
」
と
の
り
わ
き
き
。
故
、
大
雀
命
は
、
天
皇
の
命
に
違
ふ
こ
と
勿
し
。
こ
の
段
は
上
巻
の
三
貴
子
の
分
治
の
段
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
が
、
三
皇
子
の
分
掌
は
不
―１―
学
苑
日
本
文
学
紀
要
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九
一
五
号
一
～
一
四
（
二
〇
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七
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
第
四
二
番
歌
謡
第
五
一
番
歌
謡
を
中
心
に

分
明
な
部
分
が
あ
り
上
巻
の
分
治
そ
の
も
の
が
引
き
継
が
れ
る
訳
で
は
な
い
。
「
天
津
日
継
」
は
天
照
大
御
神
の
高
天
原
に
あ
た
り
、
「
日
の
御
子
と
し
て
の
血
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
」、「
天
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
天
皇
の
正
統
性
を
受
け
継
ぐ
こ
と ①
」
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
食
国
の
政
」
は
月
読
命
の
「
夜
の
食
国
」
に
あ
た
る
が
、
「
食 を
す
」
は
「
天
皇
が
そ
の
産
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
国
の
所
有
を
確
認
す
る
儀
礼
的
行
為 ②
」
で
あ
ろ
う
。
西
郷
信
綱
氏
は
、「
御食
つ
国
を
政
治
的
に
拡
大
し
て
食
国
天
の
下
と
称
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か ③
。
」
と
述
べ
る
。
「
食
す
」
行
為
に
よ
っ
て
天
皇
は
、
大
八
島
国
を
統
治
す
る
霊
力
を
身
に
着
け
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
天
皇
の
実
質
的
な
祭
政
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
宣
命
に
は
「
食
国
天
下
之
政
」
「
食
国
天
下
之
業
」
の
語
が
出
て
く
る
。
こ
の
「
食
国
」
と
「
天
下
」
を
ほ
ぼ
同
格
に
み
な
し
、
「
食
国
之
政
」
を
「
海
山
以
外
の
所
、
平
地
に
お
け
る
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
耕
を
掌
る
も
の ④
」
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
一
方
に
は
「
食
国
之
政
」
と
「
山
海
之
政
」
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
領
域
と
し
、
「
食
国
」
は
国
造
県
主
を
通
じ
て
掌
握
さ
れ
た
世
界
で
あ
り
、
そ
の
産
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
所
有
を
確
認
す
る
こ
と
、
「
山
海
」
は
天
皇
に
直
属
す
る
世
界
で
、
大
贄
は
天
皇
に
直
接
貢
上
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
並
列
の
関
係
と
し
て
「
天
津
日
継
を
知
ら
す
天
の
下
治
む
聞
こ
し
看
す
」
の
下
に
位
置
づ
け
る
見
方 ⑤
も
あ
る
。
三
貴
子
分
治
の
段
で
は
、
伊
耶
那
岐
大
神
は
三
柱
の
御
子
に
対
し
て
す
べ
て
「
知
ら
せ
（
所
レ
知
）
」
を
用
い
て
い
る
。
三
貴
子
の
関
係
は
、
成
り
出
で
た
部
位
と
統
治
を
命
じ
ら
れ
た
世
界
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
当
該
条
で
は
、
大
山
守
命
に
対
し
て
は
「
為
よ
」
、
大
雀
命
に
は
「
白
し
賜
へ
」
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
は
「
知
ら
せ
（
所
レ
知
）
」
が
用
い
ら
れ
る
。
「
白
し
」
に
よ
っ
て
大
雀
命
の
立
場
を
落
と
し
、
間
接
的
に
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
立
て
つ
つ
も
、
大
雀
命
は
「
賜
へ
」
と
父
帝
か
ら
敬
意
を
表
さ
れ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
「
ま
を
し
た
ま
へ
」
は
、「
や
す
み
し
し
わ
ご
大
君
の
天
の
下
申
し
給
へ
ば
」
（
万
葉
集
2

一
九
九
）、
「
万
代
に
坐
し
給
ひ
て
天
の
下
申
し
給
は
ね
朝
廷
去
ら
ず
て
」
（
同
5
八
七
九
）、
「
御
世
御
世
に
当
り
て
天
下
奏
し
賜
ひ
」
（
続
日
本
紀
宣
命
一
三
詔
）、
「
祖
父
大
臣
の
明
く
淨
き
心
を
以
て
御
世
累
ね
て
天
下
申
し
給
ひ
」
（
同
二
六
詔
）
と
あ
り
、
「
天
下
」
の
こ
と
を
天
皇
に
申
し
上
げ
る
、
奏
上
す
る
例
と
し
て
出
て
く
る
。
「
天
津
日
継
」
は
天
照
の
祭
祀
と
関
わ
る
最
上
位
の
重
い
位
で
あ
り
、
「
執
二
食
国
之
政
一
」
は
「
天
下
」
の
祭
政
に
重
な
る
行
為
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
書
紀
で
は
大
鷦
鷯
尊
の
職
掌
を
「
太
子
の
輔
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
菟
道
稚
郎
子
の
職
掌
と
重
な
り
を
も
つ
だ
ろ
う
。
大
雀
命
は
天
皇
の
統
治
す
る
地
上
世
界
の
祭
政
を
執
り
行
う
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
巻
で
は
海
と
山
は
地
上
を
二
つ
に
分
け
た
世
界
を
表
し
、
天
照
大
御
神
の
子
孫
が
統
治
す
べ
き
世
界
と
し
て
描
か
れ
る
。
山
幸
彦
は
海
神
の
助
力
を
得
て
海
幸
彦
を
屈
服
さ
せ
、
天
に
つ
な
が
る
山
の
支
配
権
に
海
の
支
配
権
を
加
え
て
天
つ
神
の
御
子
と
し
て
の
資
格
を
完
成
さ
せ
る
が
、
応
神
記
で
は
逆
に
山
を
名
に
冠
す
る
大
山
守
命
は
敗
れ
去
り
、
宇
治
川
で
果
て
る
。
そ
の
後
天
下
相
譲
が
行
わ
れ
、
「
天
津
日
継
」
の
継
承
者
で
あ
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
と
「
食
国
之
政
」
を
執
る
大
雀
命
の
ど
ち
ら
に
大
贄
を
貢
上
す
べ
き
な
の
か
、
海
人
が
泣
か
さ
れ
る
状
態
に
な
る
。
国
造
や
県
主
の
上
位
に
位
置
し
、
海
と
関
わ
る
農
耕
に
不
可
欠
な
水
や
田
が
作
ら
れ
る
山
の
支
配
権
を
「
食
す
」
と
い
う
祭
政
行
為
に
よ
っ
て
掌
握
す
る
大
雀
命
は
、
大
山
守
命
の
山
海
の
政
の
上
に
立
つ
存
在
の
よ
う
に
み
え
、
天
の
継
承
者
で
あ
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
匹
敵
す
る
存
在
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
よ
う
。
「
白
し
賜
へ
」
の
敬
語
表
現
は
、
仁
徳
天
皇
即
位
の
経
緯
を
説
く
応
神
記
に
お
い
て
、
大
雀
命
を
大
き
く
位
置
づ
け
て
い
る
。
古
事
記
に
は
応
神
天
皇
の
御
代
に
『
論
語
』
が
伝
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
河
村
秀
根 ⑥
、
津
田
左
右
吉
氏 ⑦
や
小
島
憲
之
氏 ⑧
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
応
神
記
の
展
開
に
は
儒
教
思
想
や
史
書
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
皇
子
の
分
治
の
詔
別
と
、
第
四
二
番
歌
謡
を
含
ん
で
語
ら
れ
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
誕
生
、
大
山
守
命
の
反
逆
の
鎮
圧
後
に
詠
ま
れ
る
第
五
一
―２―
番
歌
謡
か
ら
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
描
写
を
押
さ
え
、
仁
徳
天
皇
即
位
の
経
緯
を
み
て
い
く
。
一
「
未
成
人
」
「厳
餝
」
第
四
二
番
歌
謡
父
帝
の
問
い
か
け
の
真
意
を
察
し
た
大
雀
命
は
、
「
弟
の
子
は
、
未
だ
人
と
成
ら
ね
ば
（
未
成
レ
人
）
、
是
愛
し
」
と
答
え
る
。
「
未
成
人
」
は
、
「
人
之
少
也
愚
、
其
長
也
智
。
」
（
『
呂
氏
春
秋
』
巻
一
孟
春
紀
貴
公
）
と
す
る
通
念
と
は
異
な
る
、
「
愛
」
を
尺
度
に
す
る
揺
れ
動
き
易
い
基
準
で
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、「
未
成
人
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
話
が
載
せ
ら
れ
る
。
夏
后
氏
孔
甲
、
田
二
于
東
陽
豕
山
一 。
天
大
風
協
。
孔
甲
惑
、
入
二
于
民
室
一 、
人
方
。
或
曰
、
后
來
是
良
日
也
、
之
子
是
必
大
吉
。
或
曰
、
不
レ
勝
也
、
之
子
是
必
有
レ
殃
。
后
乃
取
二
其
子
一
以
歸
、
曰
、
以
爲
二
余
子
一 、
誰
敢
殃
レ
之
。
子
長
成
レ
人
。［
幕
動
］
レ
澹
、
斧
斫
二
斬
其
足
一 。
爲
二 守
門
	一 。
孔
甲
曰
、
嗚
呼
、
有
レ 疾
、
命
矣
夫
。
乃
作
二 爲
破
斧
之
歌
一 。
（
巻
六
季
夏
紀


）
孔
甲
の
子
と
さ
れ
大
吉
の
運
命
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
子
は
、
成
人
し
て
斧
で
足
を
斬
り
、
守
門
者
に
し
か
な
れ
ず
、
孔
甲
は
「
嗚
呼
、
疾
有
る
は
、
命
な
る
か
な
」
と
嘆
き
、
破
斧
の
歌
を
作
っ
た
と
あ
る
。
応
神
天
皇
の
治
世
に
先
立
ち
、
「
未
成
人
」
で
あ
り
、
行
く
末
が
不
分
明
な
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
日
継
御
子
と
定
め
る
天
皇
の
詔
り
別
け
が
語
ら
れ
た
後
、
時
間
を
っ
て
和
紀
郎
子
の
誕
生
が
語
ら
れ
る
。
一
時
に
、
天
皇
、
近
淡
海
国
に
越
え
幸
し
し
時
に
、
宇
遅
野
の
上
に
御
立
し
て
、
野
を
望
み
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、
41千
葉
の
野
を
見
れ
ば
百
千
足
る
家
庭
も
見
ゆ
国
の
秀
も
見
ゆ
故
、
木
幡
村
に
到
り
坐
し
し
時
に
、
麗
美
し
き
嬢
子
、
其
の
道
衢
に
遇
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
天
皇
、
其
の
嬢
子
を
問
ひ
て
曰
ひ
し
く
、
「
汝
は
、
誰
が
子
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
答
へ
て
白
し
し
く
、
「
丸
邇
の
比
布
礼
能
意
富
美
が
女
、
名
は
、
宮
主
矢
河
枝
比
売
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
、
即
ち
其
の
嬢
子
に
詔
ひ
し
く
、
「
吾
、
明
日
還
り
幸
さ
む
時
に
、
汝
が
家
に
入
り
坐
さ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
矢
河
枝
比
売
、
委
曲
か
に
其
の
父
に
語
り
き
。
是
に
、
父
が
答
へ
て
曰
は
く
、
「
是
は
、
天
皇
に
坐
す
な
り
。
恐
し
。
我
が
子
、
仕
へ
奉
れ
」
と
、
云
ひ
て
、
其
の
家
を
厳
餝
り
て
（
厳
二
餝
其
家
一
）
、
候
ひ
待
て
ば
、
明
く
る
日
に
入
り
坐
し
き
。
故
、
大
御
饗
を
献
り
し
時
に
、
其
の
女
矢
河
枝
比
売
命
に
大
御
酒
盞
を
取
ら
し
め
て
、
献
り
き
。
是
に
、
天
皇
、
其
の
大
御
酒
盞
を
取
ら
し
め
任
ら
、
御
歌
に
曰
は
く
、
42こ
の
蟹
や
何
処
の
蟹
百
伝
ふ
角
鹿
の
蟹
横
去
ら
ふ
何
処
に
至
る
伊
知
遅
島
美
島
に
著
き
鳰
鳥
の
潜
き
息
づ
き
し
な
だ
ゆ
ふ
さ
さ
な
み
道
を
す
く
す
く
と
我
が
い
ま
せ
ば
や
木
幡
の
道
に
遇
は
し
し
嬢
子
後
姿
は
小
楯
ろ
か
も
歯
並
は
椎
菱
如
す
櫟
井
の
丸
邇
坂
の
土
を
端
つ
土
は
肌
赤
ら
け
み
下
土
は
丹
黒
き
故
三
つ
栗
の
そ
の
中
つ
土
を
か
ぶ
つ
く
真
火
に
は
当
て
ず
眉
画
き
此
に
画
き
垂
れ
遇
は
し
し
女
斯
も
が
と
我
が
見
し
子
ら
斯
く
も
が
と
我
が
見
し
子
に
転
た
蓋
に
向
ひ
居
る
か
も
い
添
ひ
居
る
か
も
如
此
御
合
し
て
、
生
み
し
御
子
は
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
ぞ
。
ま
ず
、
天
皇
の
巡
幸
と
国
見
が
記
さ
れ
、
宮
主
矢
河
枝
比
売
と
の
出
会
い
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
婚
姻
は
聖
な
る
祭
政
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
人
の
出
会
い
は
、「
麗
美
し
き
嬢
子
、
其
の
道
衢
に
遇
ひ
き
。」
の
よ
う
に
相
手
を
主
に
し
た
表
現
が
と
ら
れ
る
。
森
朝
男
氏
は
、
「
相
手
を
主
語
に
立
て
る
人
間
な
ら
ぬ
も
の
、
魔
的
霊
的
な
も
の
と
の
出
い
は
、
人
間
の
側
か
ら
意
図
し
て
か
な
う
も
―３―
の
で
は
な
く
、
全
く
偶
然
に
、
不
意
に
、
し
か
し
避
け
が
た
く
実
現
し
て
し
ま
う
。
（
中
略
）
見
知
ら
ぬ
人
と
の
偶
然
の
出
い
が
何
が
し
か
神
秘
な
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
た ⑨
」
と
し
、
中
川
ゆ
か
り
氏
は
、
「
古
事
記
の
中
で
相
手
が
ア
フ
と
い
う
言
い
方
で
語
ら
れ
る
そ
の
相
手
は
、
神
か
神
に
準
ず
る
女
性
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
古
事
記
に
と
っ
て
は
、
神
的
な
存
在
と
の
出
会
い
こ
そ
が
、
驚
き
を
も
っ
て
そ
の
不
思
議
を
語
る
に
足
る
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る ⑩
。
」
と
指
摘
す
る
。
異
郷
に
通
じ
る
道
の
交
点
で
あ
る
「
道
衢
」
は
、
異
郷
の
霊
威
が
立
ち
現
れ
る
所
と
考
え
ら
れ
た
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
母
で
あ
る
矢
河
枝
比
売
が
神
秘
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
二
人
の
婚
姻
は
「
明
日
還
り
幸
さ
む
時
に
、
汝
が
家
に
入
り
坐
さ
む
」
と
あ
り
、
翌
日
に
持
ち
越
さ
れ
る
。
こ
の
婚
姻
に
は
八
千
矛
神
と
沼
名
河
比
売
、
倭
建
命
と
美
夜
受
比
売
の
「
御
合
」
と
同
様
に
神
を
迎
え
る
性
格
を
有
す
る
女
性
と
の
婚
姻
に
よ
っ
て
、
支
配
領
域
の
拡
大
と
安
定
を
図
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。
丸
邇
の
比
布
礼
能
意
富
美
は
求
婚
の
相
手
が
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
察
し
、「
其
の
家
を
厳
餝
り
て
」
待
つ
。「
厳
餝
」
の
語
は
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
関
わ
り
当
該
条
に
二
箇
所
用
い
ら
れ
る
、
中
川
ゆ
か
り
氏
は
こ
の
「
厳
餝
」
を
、
「
呉
床
」
「
立
座
の
床
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う ⑪
。
」
と
指
摘
す
る
。「
厳
餝
」
の
語
は
、
漢
訳
仏
典
に
散
見
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
『
書
』
巻
九
元
帝
紀
第
九
詔
罷
門
乘
輿
狗
馬
、
水
衡
禁
囿
、
宜
春
下
苑
、
嚴
渣
池
田
假
與
貧
民
。
『
書
』
巻
二
十
七
上
五
行
志
第
七
上
二
十
四
年
、
「
大
水
」
。
董
仲
舒
以
爲
夫
人
哀
姜
淫
亂
不
婦
、
陰
氣
也
。
劉
向
以
爲
哀
姜
入
、
公
使
大
夫
宗
婦
見
、
用
、
淫
於
二
叔
、
公
弗
能
禁
。
臣
下
賤
之
、
故
是
	、
明
年
仍
大
水
。
劉
内
以
爲
先
是
嚴

宗
、
桷
丹
楹
、
以
夸
夫
人
、
簡
宗
之
罰
也
。
（
宗
祭
祀
）
『
舊
書
』
巻
十
八
上
本
紀
第
十
八
上
武
宗
十
月
乙
亥
、
中
書
奏
、
「
氾
水
縣
武
牢
關
是
太
宗
擒
王
世
充
、
竇
建
德
之
地
、
關
城
東
峯
有
二
淬
容
、
在
一
堂
之
。
伏
以
山
河
如
舊
、
城
壘
存
、
威
靈
皆
於
軒
臺
、
風
雲
疑
於
豐
沛
。
誠
宜
百
代
嚴
奉
、
萬
式
瞻
。
西
故
事
、
宗
嘗
行
幸
處
、
皆
令
國
立
。
今
定
覺
寺
例
合
毀
拆
。
取
寺
中
大
殿
材
木
、
於
東
峯
以
一
殿
、
四
面
置
宮
牆
、
伏
名
爲
昭
武
、
以
昭
聖
武
功
之
。
委
懷
孟
度
差
官
一
人
勾
當
。


年
代
已
久
、
令
李
石
於
東
揀
好
畫
手
、
就
增
嚴

。
興
功
日
、
令
東
差
分
司
官
一
員
薦
。」
從
之
。
（
の
壁
画
）
結
婚
の
場
面
で
は
天
皇
を
お
迎
え
す
る
家
を
厳
か
に
飾
る
と
あ
る
。
『
書
』
の
一
例
目
は
、「
嚴
」
の
注
に
「
蘇
林
曰

嚴

池
上
之
屋
及
其
地
也
。

」
と
あ
る
。「
嚴

」
の
意
と
し
て
、
池
の
上
の
屋
及
び
そ
の
地
を
飾
る
こ
と
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
該
条
で
は
、
二
例
目
の
柱
を
丹
に
塗
り
、
桷
に
彫
刻
す
る
形
容
と
三
例
目
の
『
舊
書
』
の
、
の
壁
画
を
立
派
に
描
く
、
宗
祭
祀
に
関
わ
る
例
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。
二
人
の
婚
姻
は
、
「
厳
餝
」
の
語
か
ら
宗
祭
祀
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
木
幡
で
嬢
子
と
出
会
っ
て
以
降
の
応
神
天
皇
の
道
行
は
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
次
に
第
四
二
番
歌
謡
が
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
神
天
皇
は
角
鹿
か
ら
上
り
来
る
蟹
と
重
な
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
蟹
は
、「
脱
皮
に
よ
っ
て
永
生
す
る
と
い
ふ
観
念
信
仰
」
を
も
ち
、
「
蟹
の
甲
羅
を
脱
い
で
生
命
を
更
新
す
る
と
し
た
信
仰 ⑫
」
を
有
し
た
。
歌
謡
に
蟹
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
天
皇
の
食
膳
に
蟹
が
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
発
想
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
応
神
天
皇
は
海
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
息
長
帯
比
売
命
の
胎
中
に
あ
り
な
が
ら
新
羅
遠
征
を
果
た
し
、
筑
紫
国
の
「
宇
美
」
で
誕
生
す
る
。
忍
熊
王
の
反
乱
に
際
し
て
は
「
喪
船
」
に
乗
り
、
乱
の
平
定
の
後
に
は
高
志
の
角
鹿
で
禊
を
し
、
伊
奢
沙
和
気
大
神
と
易
名
を
す
る
。
忌
み
隠
り
と
再
生
を
繰
り
返
し
、
角
鹿
で
成
人
儀
礼
を
果
た
し
た
応
神
天
―４―
皇
の
比
喩
と
し
て
「
角
鹿
の
蟹
」
は
相
応
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
応
神
天
皇
の
禊
と
易
名
、
巡
幸
と
聖
婚
が
仲
哀
記
と
応
神
記
に
分
け
て
語
ら
れ
る
。
神
楽
歌
の
「
篠
波
」
に
よ
れ
ば
、
蟹
が
豊
穣
の
信
仰
や
婚
姻
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
及
川
智
早
氏
は
こ
の
歌
謡
の
伝
承
者
と
し
て
和
邇
氏
を
想
定
し
、
蟹
の
登
場
は
、
ワ
ニ
の
嬢
子
と
の
神
婚
に
よ
り
、
ワ
ニ
氏
の
祖
と
な
る
貴
子
が
誕
生
し
た
と
す
る
原
歌
謡
が
改
変
さ
れ
て
現
在
の
古
事
記
に
掲
載
さ
れ
た ⑬
と
考
察
す
る
。
こ
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
田
辺
行
雄
氏
は
歌
謡
の
背
後
に
古
代
の
演
劇
的
な
も
の
を
想
見
し
、
美
女
ス
タ
ー
が
最
初
う
し
ろ
向
き
に
観
客
に
背
を
向
け
て
登
場
す
る
観
客
へ
の
期
待
の
さ
せ
方
に
特
徴
が
あ
り
、
管
理
者
と
し
て
乞
食
者
を
想
定
す
る ⑭
。
深
沢
忠
孝
氏
も
、
蟹
男
と
美
女
と
の
二
人
舞
の
芸
能
を
想
定
し
、
蟹
男
は
神
で
あ
り
、
饗
宴
の
主
賓
た
る
天
皇
と
重
な
り
合
う
と
み
る
。
ま
た
歌
謡
中
の
人
称
転
換
に
つ
い
て
、
角
鹿
伊
知
遅
島
美
島
佐
佐
那
美
路
木
幡
、
と
い
う
北
か
ら
の
道
は
蟹
の
道
で
あ
り
、
山
辺
の
道
の
一
角
か
ら
櫟
井
丸
邇
坂
、
宇
遅
野
、
木
幡
、
と
「
我
」
が
た
ど
っ
た
南
か
ら
の
道
が
あ
っ
て
、
「
蟹
」
と
「
我
」
の
双
方
が
木
幡
で
合
し
て
い
る ⑮
、
と
す
る
。
居
駒
永
幸
氏
も
、
南
北
と
北
上
の
二
つ
の
方
向
性
を
合
流
さ
せ
る
よ
う
な
文
脈
に
な
っ
て
お
り
、
人
称
が
変
わ
る
と
こ
ろ
で
蟹
の
位
置
に
応
神
が
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
道
行
き
表
現
は
応
神
の
道
行
き
表
現
と
な
っ
て
序
（
景
の
提
示
）
の
働
き
を
し
、
応
神
が
主
体
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
、
二
つ
の
主
体
の
行
動
が
交
差
し
合
流
す
る
文
脈 ⑯
と
す
る
。
守
屋
俊
彦
氏
は
、
こ
の
歌
謡
は
、
神
で
あ
る
蟹
と
巫
女
で
あ
る
嬢
子
と
の
聖
婚
を
根
幹
と
し
、
蟹
の
素
性
に
つ
い
て
の
問
答
は
、
神
の
名
を
問
う
て
出
現
を
促
す
の
に
対
し
、
神
が
自
ら
の
素
性
を
名
告
り
出
現
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た ⑰
と
推
定
す
る
。
居
駒
永
幸
氏
は
、
「
角
鹿
の
蟹
」
は
始
源
的
に
は
神
そ
の
も
の
と
す
る
三
浦
佑
之
氏
の
指
摘 ⑱
を
支
持
し
、
問
答
風
に
叙
事
が
進
行
す
る
の
は
、
自
ら
素
性
を
名
告
る
「
自
叙
の
様
式
」
で
あ
っ
て
、
「
百
伝
ふ
」
の
枕
詞
は
神
名
の
称
辞
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
蟹
神
の
出
現
に
は
じ
ま
り
、
一
人
称
叙
事
が
展
開
す
る
、
神
名
を
う
た
う
叙
事
歌
の
様
式
に
な
っ
て
い
る ⑲
と
指
摘
す
る
。
日
本
霊
異
記
中
巻
第
三
三
縁
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
歌
謡
に
は
、
「
汝
を
ぞ
嫁
に
欲
し
と
誰
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
、
「
菴
知
の
こ
む
ち
の
万
の
子
」
と
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
表
現
が
あ
る
。
問
い
か
け
に
よ
っ
て
「
百
伝
ふ
角
鹿
の
蟹
」
を
規
定
し
、
蟹
を
応
神
天
皇
と
重
ね
て
叙
述
を
展
開
し
て
い
く
手
法
が
と
ら
れ
る
。
「
す
く
す
く
と
我
が
い
ま
せ
ば
や
」
の
表
現
に
つ
い
て
古
橋
信
孝
氏
は
、
こ
の
歌
謡
を
巡
行
叙
事
と
捉
え
、「
一
人
称
が
神
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
は
し
し
嬢
子
と
は
神
に
見
出
さ
れ
た
女
で
あ
り
、
こ
の
女
が
最
高
の
女
で
あ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る ⑳
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
鉄
野
昌
弘
氏
は
、
「
歌
は
角
鹿
の
蟹
の
こ
と
か
ら
歌
わ
れ
始
め
る
が
、
途
中
か
ら
天
皇
自
身
の
こ
と
へ
と
転
じ
る
。
地
の
文
で
、
応
神
は
近淡
海
国
に
越
え
幸
し
て
、
宇
治
の
野
で
野
を
遠
望
し
、
つ
い
で
木
幡
村
に
至
っ
て
矢
河
枝
比
売
に
出
会
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
し
な
だ
ゆ
ふ
さ
さ
な
み
道
を
以
下
が
天
皇
の
動
作
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
転
換
点
を
、
我
が
い
ま
せ
ば
や
が
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
ワ
レ
と
い
う
語
を
、
そ
の
後
に
そ
の
人
物
の
感
覚
な
り
感
情
に
即
す
る
叙
述
に
転
ず
る
こ
と
を
表
す
標
識
と
見
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
見
解
を
示
す
。
ワ
レ
を
叙
述
の
転
換
点
と
捉
え
る
の
は
首
肯
さ
れ
る
見
方
で
あ
ろ
う
。
大
浦
誠
士
氏
は
蟹
の
道
行
表
現
に
つ
い
て
、
「
地
名
が
島
（
伊
知
遅
島
美
島
）
で
あ
り
楽浪
路
で
あ
る
点
に
注
意
を
し
た
い
。
地
理
的
に
い
え
ば
、
島
は
障
害
で
は
な
く
、
む
し
ろ
障
害
を
渡
る
た
め
の
中
継
点
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
（
中
略
）
楽
浪
路
が
都
へ
の
到
達
を
意
識
し
た
地
名
で
あ
り
、
角
鹿
を
起
点
と
し
都
を
終
点
と
す
る
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
楽浪
路
の
途
中
で
嬢子
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
道
行
が
中
断
さ
れ
る
が
、
（
中
略
）
至
り
着
き
系
の
道
行
き
は
、
地
名
の
列
挙
に
起
点
終
点
の
意
識
が
強
く
、
王
権
に
関
わ
る
道
行
は
動
か
な
い
中心
を
持
つ
	」
と
指
摘
す
る
。
―５―
当
該
伝
承
に
「
御
合
」
と
記
さ
れ
る
婚
姻
は
、
古
事
記
で
は
伊
耶
那
岐
命
と
伊
耶
那
美
命
の
国
生
み
を
は
じ
め
と
し
て
四
例
み
ら
れ
る
。
岐
美
二
神
の
場
合
は
、
女
神
先
唱
に
よ
る
神
婚
の
や
り
直
し
で
あ
る
。
八
千
矛
神
と
沼
河
比
売
や
倭
建
命
と
美
夜
受
比
売
の
結
婚
は
、
婚
姻
が
翌
日
も
し
く
は
東
征
を
終
え
た
帰
路
に
も
ち
越
さ
れ
る
。
沼
河
比
売
は
玉
の
川
を
神
格
化
し
た
神
名
、
美
夜
受
比
売
は
尾
張
国
造
祖
と
あ
り
、
特
別
な
女
性
で
あ
る
。
「
御
合
」
は
最
初
の
結
婚
の
機
会
で
は
、
実
質
上
結
ば
れ
ず
に
至
ら
ず
、
次
の
機
会
に
婚
姻
が
も
ち
越
さ
れ
、
そ
の
間
に
、
求
婚
者
の
移
動
が
語
ら
れ
る
。
矢
河
枝
比
売
の
場
合
も
、
「
明
日
還
り
幸
さ
む
時
に
、
汝
が
家
に
入
り
坐
さ
む
」
、
「
明
く
る
日
に
入
り
坐
し
き
。
」
の
よ
う
に
、
木
幡
の
出
い
か
ら
翌
日
の
婚
姻
の
成
立
ま
で
の
天
皇
の
道
行
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
間
に
天
皇
の
他
所
へ
の
巡
幸
と
時
間
の
経
過
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
続
く
歌
謡
に
お
い
て
応
神
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
角
鹿
を
道
行
の
起
点
と
し
、
木
幡
を
経
由
す
る
都
へ
の
道
行
を
想
定
さ
せ
る
の
は
、
応
神
天
皇
の
神
性
と
そ
れ
を
迎
え
る
矢
河
枝
比
売
の
聖
性
を
示
す
物
語
構
成
上
の
意
図
に
よ
る
だ
ろ
う
。
嬢
子
の
描
写
に
つ
い
て
三
浦
佑
之
氏
は
「
こ
の
謡
の
全
体
は
蟹
の
自
叙
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
女
性
は
人
間
の
女
で
は
な
く
、
蟹
女
だ
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
、
こ
の
歌
謡
を
「
宴
席
な
ど
で
行
わ
れ
る
い
さ
さ
か
滑
稽
味
を
帯
び
た
所
作
を
と
も
な
っ
た
芸
謡
」
と
捉
え
る
。
一
方
で
こ
の
嬢
子
は
「
神
女
を
表
す
。」
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
る
。
古
橋
信
孝
氏
は
、
土
選
び
か
ら
眉
墨
作
り
ま
で
の
製
作
過
程
を
「
生
産
叙
事
」
と
い
う
「
神
謡
」
の
表
現
様
式
と
し
、
「
眉
墨
の
生
産
過
程
を
う
た
う
の
は
、
こ
の
場
合
も
最
高
に
す
ば
ら
し
い
眉
墨
で
あ
る
こ
と
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
眉
墨
を
つ
け
る
に
適
わ
し
い
女
つま
り
神
女
の
美
し
さ
を
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
居
駒
永
幸
氏
も
「
楯
は
邪
霊
を
寄
せ
付
け
な
い
呪
具
で
も
あ
る
。
後
ろ
姿
が
楯
だ
と
い
う
呪
的
な
女
性
は
、
祭
祀
を
執
り
行
う
神
女
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
歯
を
椎
菱
に
喩
え
る
比
喩
は
、
考
古
学
で
報
告
さ
れ
る
叉状
研
歯
（聖
な
る
血
統
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
と
い
わ
れ
て
い
る
）
に
類
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
こ
う
し
た
歯
の
加
工
が
、
選
ば
れ
た
巫
女
や
神
女
の
特
徴
を
示
す
容
姿
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
（
中
略
）
嬢
子
の
描
写
は
も
ど
き
的
な
滑
稽
さ
と
い
う
よ
り
も
神
女
の
特
異
な
容
姿
を
強
調
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
眉
の
描
写
が
眉
引
き
と
い
う
一
般
的
な
眉
の
美
し
さ
で
は
な
く
、
画
き
垂
れ

と
し
て
い
る
の
も
神
女
の
異
形
の
容
姿
に
他
な
ら
な
い
	。
」
と
指
摘
す
る
。
嬢
子
を
神
女
と
捉
え
る
の
は
首
肯
さ
れ
る
見
解
と
思
わ
れ
る
。
歌
謡
に
お
い
て
角
鹿
の
蟹
は
角
鹿
か
ら
伊
知
遅
島

美
島
を
経
て
木
幡
ま
で
の
道
行
の
途
中
で
「
鳰
鳥
の
潜
き
息
づ
き
」
と
水
に
潜
っ
て
息
を
す
る
か
の
よ
う
に
、
脱
皮
を
く
り
返
す
か
の
よ
う
に
、
道
行
の
障
害
を
く
ぐ
り
抜
け
て
さ
さ
な
み
道
に
達
し
て
「
我
」
と
し
て
提
示
さ
れ
、
木
幡
の
道
衢
で
嬢
子
に
出
会
う
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
衢
で
出
会
う
「
我
」
と
「
嬢
子
」
は
、
天
の
八
衢
で
い
む
か
う
天
宇
受
売
神
と
猿
田
毘
古
神
の
よ
う
に
、
向
き
合
っ
て
も
相
手
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
霊
異
を
放
射
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
よ
う
。
蟹
と
蟹
の
神
聖
に
見
合
っ
た
小
楯
の
後
ろ
姿
、
鋭
い
歯
並
び
の
比
喩
、
選
ば
れ
た
眉
墨
を
用
い
た
特
殊
な
化
粧
法
を
し
た
女
性
は
一
目
で
神
女
だ
と
わ
か
る
容
姿
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
蟹
と
小
楯
の
比
喩
は
衢
で
出
会
う
存
在
に
相
応
し
く
、
神
の
よ
う
に
描
か
れ
る
天
皇
を
迎
え
る
の
が
「
厳
餝
」
に
飾
ら
れ
た
家
で
あ
ろ
う
。
神
に
奉
仕
す
る
宮
主
の
語
も
神
女
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
り
、
得
難
い
女
性
に
偶
然
に
出
会
っ
た
喜
び
が
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ら
れ
る
。
聖
婚
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
貴
子
は
応
神
天
皇
の
意
向
に
よ
っ
て
天
津
日
継
を
知
ら
す
存
在
と
さ
れ
、
物
語
の
舞
台
は
都
に
向
か
っ
て
い
く
。
書
紀
で
は
三
皇
子
の
分
掌
は
応
神
紀
四
十
年
正
月
の
条
に
載
せ
ら
れ
る
。
応
神
紀
十
六
年
二
月
の
条
に
、
王
仁
か
ら
諸
典
籍
を
習
う
年
齢
に
達
し
、
二
十
八
年
九
月
の
条
に
―６―
高
麗
王
の
上
表
文
を
無
礼
と
し
て
怒
る
菟
道
稚
郎
子
は
、
も
は
や
「
少
子
わ
か
き
こ
」
「
未
だ
其
の
成
不
ひ
と
と
な
り
な
ら
ぬを
し
ら
ず
」
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
父
帝
の
「
少
子
甚
だ
憐
し
」
と
い
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
い
と
し
く
、
か
わ
い
く
思
う
気
持
ち
が
菟
道
稚
郎
子
を
日
嗣
に
就
か
せ
る
。
天
皇
治
世
の
晩
年
に
大
勢
の
皇
子
た
ち
の
中
か
ら
天
皇
の
意
向
に
沿
っ
て
決
定
さ
れ
た
皇
位
継
承
者
が
次
代
の
火
種
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
古
事
記
で
は
分
掌
の
詔
り
別
け
が
応
神
天
皇
の
治
政
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
、
次
に
角
鹿
か
ら
訪
れ
た
神
天
皇
を
宗
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
迎
え
て
聖
婚
が
語
ら
れ
る
。
矢
河
枝
比
売
と
の
結
婚
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
誕
生
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
継
皇
子
決
定
が
宮
主
矢
河
枝
比
売
へ
の
寵
愛
に
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
所
生
の
幼
い
鍾
愛
の
御
子
を
、
血
統
が
尊
貴
な
年
長
者
を
差
し
置
い
て
も
皇
位
に
就
か
せ
た
い
と
願
う
応
神
天
皇
の
御
心
が
反
映
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
応
神
記
が
展
開
し
て
い
く
。
先
に
『
漢
書
』
巻
二
十
七
上
五
行
志
第
七
上
に
引
い
た
哀
姜
に
つ
い
て
は
、『
古
列
女
傳
』
魯
荘
哀
姜
に
も
記
述
が
あ
る
。
哀
姜
は
魯
の
荘
公
に
輿
入
れ
す
る
が
、
二
叔
（
夫
の
二
人
の
弟
）
の
公
子
慶
父
と
公
子
牙
と
に
通
じ
る
。
夫
の
後
継
ぎ
と
し
て
慶
父
を
立
て
よ
う
と
し
、
荘
公
薨
去
後
に
後
継
ぎ
の
子
般
を
殺
し
、
妹
の
叔
姜
の
子
閔
公
を
立
て
る
が
、
こ
れ
を
殺
め
て
慶
父
を
立
て
よ
う
と
す
る
。
王
位
争
奪
が
女
性
が
ら
み
で
推
移
し
て
い
く
様
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
九
離
俗
覧
上
徳
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
晉
獻
公
、
爲
二
麗
一
二
太
子
一 。
太
子
申
生
居
二
曲
沃
一 、
公
子
重
耳
居
レ
蒲
、
公
子
夷
吾
居
レ
屈
。
麗
謂
二
太
子
一
曰
、
往
昔
君
夢
見
二
姜
氏
一 。
太
子
祠
而
膳
二
於
公
一 。
麗
易
レ
之
。
公
將
レ
嘗
レ
膳
。
曰
、
レ
由
遠
。
請
使
二
人
嘗
一
レ
之
。
嘗
レ
人
人
死
、
食
レ
狗
狗
死
。
故
誅
二
太
子
一 。
太
子
不
二
肯
自
釋
一 。
曰
、
君
非
二
麗
姫
一 、
居
不
レ
安
、
食
不
レ
甘
。
以
レ
劍
死
。
公
子
夷
吾
自
レ 屈
奔
レ 梁
。
公
子
重
耳
自
レ 蒲
奔
レ
、
去
レ

	レ 衞
。
こ
の
記
事
は
『
史
記
』
巻
三
十
九
晉
世
家
に
も
載
せ
ら
れ
る
が
、
驪
姫
の
獻
公
へ
の
言
動
に
よ
っ
て
后
斉
姜
の
子
申
生
が
廃
太
子
さ
れ
、
驪
姫
の
子
奚
斉
が
太
子
と
な
る
が
後
に
殺
さ
れ
る
。
古
事
記
に
は
中
国
の
史
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
女
性
の
関
与
は
み
ら
れ
な
い
が
、
応
神
天
皇
の
宮
主
矢
河
枝
比
売
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
へ
の
寵
愛
が
語
ら
れ
、
後
に
大
后
石
之
日
売
の
嫉
妬
に
よ
る
八
田
若
郎
女
の
不
遇
が
端
緒
と
な
っ
て
女
鳥
王
と
速
総
別
王
の
反
乱
に
つ
な
が
る
な
ど
、
矢
河
枝
比
売
所
生
の
皇
女
た
ち
が
絡
む
大
雀
命
の
伝
承
に
通
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
話
を
応
神
記
の
冒
頭
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
父
帝
に
孝
を
尽
く
す
仁
と
徳
を
備
え
た
大
雀
命
像
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
故
、
命
を
受
け
て
貢
上
り
し
人
の
名
は
、
和
邇
吉
師
。
即
ち
論
語
十
巻
千
字
文
一
巻
、

せ
て
十
一
巻
を
、
是
の
人
に
付
け
て
即
ち
貢
進
り
き
此
の
和
邇
吉
師
は
、
文
首
等
が
祖
ぞ
。」
と
記
さ
れ
る
、
応
神
朝
に
伝
わ
っ
た
儒
教
思
想
を
い
ち
早
く
体
得
し
、
忠
恕
を
実
践
す
る
際
立
っ
た
存
在
と
し
て
大
雀
命
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
大
山
守
命
の
反
乱
と
第
五
一
番
歌
謡
次
に
大
山
守
命
の
反
乱
と
第
五
一
番
歌
謡
を
み
て
い
く
。
故
、
天
皇
の
崩
り
ま
し
し
後
に
、
大
雀
命
は
、
天
皇
の
命
に
従
ひ
て
、
天
の
下
を
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
譲
り
き
。
是
に
、
大
山
守
命
は
、
天
皇
の
命
に
違
ひ
て
、
猶
天
の
下
を
獲
む
と
欲
ひ
て
、
其
の
弟
皇
子
を
殺
さ
む
情
有
り
て
、
窃
か
に
兵
を
設
け
て
、
攻
め
む
と
し
き
。
爾
く
し
て
、
大
雀
命
、
其
の
兄
の
兵
を
備
ふ
る
こ
と
を
聞
き
て
、
即
ち
使
者
を
遣
し
て
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
告
げ
し
め
き
。
故
、
聞
き
驚
き
て
、
兵
を
河
の
辺
に
伏
せ
き
。
亦
、
其
の
山
の
上
に
、
垣
を
張
り
帷
幕
を
立
て
、
詐
り
て
舎
人
を
以
て
王
と
為
て
、
露
に
呉
床
に
坐
せ
、
百
官
が
恭
敬
ひ
往
来
ふ
状
、
既
に
王
子
の
坐
す
所
の
如
く
し
て
、
更
に
其
の
―７―
兄
王
の
河
を
渡
ら
む
時
の
為
に
、
具
へ
餝
り
き
。
船

は
、
さ
な
の
根
を
舂
き
、
其
の
汁
の
滑
を
取
り
て
、
其
の
船
の
中
の
簀
椅
に
塗
り
、
蹈
む
に
仆
る
べ
く
設
け
て
、
其
の
王
子
は
、
布
の
衣
褌
を
服
て
、
既
に
賤
し
き
人
の
形
と
為
り
て
、
を
執
り
船
に
立
ち
き
。是
に
、
其
の
兄
王
、
兵
士
を
隠
し
伏
せ
、
衣
の
中
に
鎧
を
服
て
、
河
の
辺
に
到
り
て
、
船
に
乗
ら
む
と
せ
し
時
に
、
其
の
厳
餝
れ
る
処
（
其
厳
餝
之
処
）
を
望
み
て
、
弟
王
其
の
呉
床
に
坐
す
と
以
為
ひ
て
、
都
て
を
執
り
て
船
に
立
て
る
を
知
ら
ず
し
て
、
即
ち
其
の
執
者
を
問
ひ
て
曰
ひ
し
く
、
「
の
山
に
忿
怒
れ
る
大
き
猪
有
り
と
伝
へ
聞
き
つ
。
吾
、
其
の
猪
を
取
ら
む
と
欲
ふ
。
若
し
其
の
猪
を
獲
む
や
」
と
い
ひ
き
。
爾
く
し
て
、
執
者
が
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、
「
能
は
じ
」
と
い
ひ
き
。
亦
、
問
ひ
て
曰
ひ
し
く
、
「
何
の
由
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
答
へ
て
曰
ひ
し
く
、
「
時
々
、
往
々
に
、
取
ら
む
と
為
れ
ど
も
、
得
ず
。
是
を
以
て
、
能
は
じ
と
白
し
つ
る
ぞ
」
と
い
ひ
き
。
河
中
に
渡
り
到
り
し
時
に
、
其
の
船
を
傾
け
し
め
て
、
水
の
中
に
堕
し
入
れ
き
。
爾
く
し
て
、
乃
ち
浮
き
出
で
て
、
水
の
随
に
流
れ
下
り
き
。
即
ち
流
れ
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、
50ち
は
や
ぶ
る
宇
治
の
渡
に
棹
取
り
に
速
け
む
人
し
我
が
仲
間
に
来
む
是
に
、
河
の
辺
に
伏
し
隠
り
し
兵
、
彼
廂
此
廂
、
一
時
共
に
興
り
て
、
矢
刺
し
て
流
し
き
。
故
、
訶
和
羅
之
前
に
到
り
て
沈
み
入
り
き
。
故
、
鉤
を
以
て
其
の
沈
み
し
処
を
探
れ
ば
、
其
の
衣
の
中
の
甲
に
り
て
、
か
わ
ら
と
鳴
り
き
。
故
、
其
地
を
号
け
て
訶
和
羅
前
と
謂
ふ
。
爾
く
し
て
、
其
の
骨
を
掛
け
出
し
し
時
に
、
弟
王
の
歌
ひ
て
曰
は
く
、
51ち
は
や
人
宇
治
の
渡
に
渡
り
瀬
に
立
て
る
梓
弓
檀
い
伐
ら
む
と
心
は
思
へ
ど
い
取
ら
む
と
心
は
思
へ
ど
本
方
は
君
を
思
ひ
出
末
方
は
妹
を
思
ひ
出
苛
け
く
其
処
に
思
ひ
出
愛
し
け
く
此
処
に
思
ひ
出
い
伐
ら
ず
そ
来
る
梓
弓
檀
故
、
其
の
大
山
守
命
の
骨
は
、
那
良
山
に
葬
り
き
。
是
の
大
山
守
命
は
、
土
形
君
幣
岐
君
榛
原
君
等
が
祖
ぞ
。
是
に
、
大
雀
命
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
と
の
二
柱
、
各
天
の
下
を
譲
れ
る
間
に
、
海
人
、
大
贄
を
貢
り
き
。
爾
く
し
て
、
兄
は
、
辞
び
て
弟
に
貢
ら
し
め
、
弟
は
、
辞
び
て
兄
に
貢
ら
し
め
て
、
相
譲
れ
る
間
に
、
既
に
多
た
の
日
を
経
ぬ
。
如
此
相
譲
る
こ
と
、
一
二
時
に
非
ず
。
故
、
海
人
、
既
に
往
還
に
疲
れ
て
泣
き
き
。
故
、
	に
曰
は
く
、
「
海
人
な
れ
や
、
己
が
物
に
因
り
て
泣
く
」
と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
、
早
く
崩
り
ま
し
き
。
故
、
大
雀
命
、
天
の
下
を
治
め
き
。
応
神
天
皇
崩
御
後
、
大
山
守
は
父
帝
の
取
り
決
め
を
不
服
と
し
て
戦
を
起
こ
す
。
大
雀
命
は
、
天
の
下
を
譲
る
ば
か
り
か
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
反
乱
を
通
報
す
る
。
兄
を
討
つ
計
略
と
し
て
替
え
玉
を
仕
立
て
て
山
の
上
の
「
厳
餝
」
に
据
え
ら
れ
た
施
設
は
、
雄
略
記
に
天
皇
の
御
座
と
記
さ
れ
る
「
呉
床
」
と
相
ま
っ
て
、
日
継
御
子
と
し
て
の
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
地
位
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
「
厳
餝
」
は
次
の
例
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
『
陳
書
』
巻
二
十
九
列
傳
第
二
十
三
毛
喜
喜
至
郡
、
不
受
俸
秩
、
政
弘

靜
、
民

之
。
豐
州
刺
章
大
寳
舉
兵
反
、
郡
與
豐
州
相
接
、
而
素
無
備
禦
、
喜
乃
修
治
城
隍
、
嚴

械
。


部
松
陽
令
周
領
千
兵
建
安
。
賊
、
授
南
安

。
こ
の
用
例
は
反
乱
を
収
め
る
手
立
て
、
兵
器
武
器
道
具
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
山
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
座
所
を
飾
り
、
自
分
が
居
る
と
見
せ
か
け
て
舵
取
り
に
身
を
や
つ
し
、
船
に
乗
せ
た
大
山
守
を
宇
治
川
に
落
と
す
。
自
ら
危
険
に
身
を
さ
ら
し
、
兄
に
立
ち
向
か
い
、
最
小
限
の
犠
牲
に
よ
っ
て
反
乱
を
収
拾
し
よ
う
と
す
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
知
略
と
勇
気
、
行
動
力
が
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
大
山
守
は
宇
治
川
に
落
ち
て
流
さ
れ
、
川
岸
か
ら
矢
を
つ
が
え
ら
れ
川
か
ら
上
が
る
こ
と
も
ま
ま
な
―８―
ら
ず
水
死
す
る
。
山
口
佳
紀
氏
は
「
矢
刺
す
」
は
相
手
を
殺
す
た
め
の
行
為
で
は
な
く
、
和
紀
郎
子
は
大
山
守
命
を
助
け
よ
う
と
降
伏
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
捉
え
る
が
、
こ
の
見
方
は
す
で
に
馬
場
小
百
合

荻
原
千
鶴
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
無
理
が
あ
ろ
う
。
大
山
守
を
宇
治
川
の
激
流
に
流
し
て
死
に
至
ら
せ
、
訶
和
羅
之
前
で
そ
の
死
を
見
届
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
歌
謡
に
歌
わ
れ
る
梓
弓
檀
を
伐
る
取
る
行
為
は
、
大
山
守
を
殺
す
こ
と
の
比
喩
と
さ
れ
る
が
、
地
の
文
に
お
い
て
兄
は
す
で
に
滅
ぼ
さ
れ
て
お
り
、「
い
伐
ら
ず
そ
来
る
」「
い
取
ら
ず
そ
来
る
」
と
歌
謡
で
述
べ
る
の
は
、
散
文
と
の
ず
れ
が
生
じ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
第
五
一
番
歌
謡
の
特
徴
は
、
歌
謡
の
中
に
「
思
ふ
」
の
語
が
六
度
繰
り
返
さ
れ
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
や
る
せ
な
い
心
情
を
表
出
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
次
々
に
心
の
中
に
湧
き
起
こ
る
思
い
に
耐
え
か
ね
て
木
を
伐
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
あ
る
の
は
こ
の
檀
の
木
が
君
と
妹
の
思
い
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
君
は
大
山
守
、
妹
は
大
山
守
の
妃
を
さ
す
と
み
ら
れ
る
。
「
梓
弓
檀
」
を
契
沖
の
『
厚
顔
抄
』
の
よ
う
に
梓
弓
真
弓
と
と
る
説
、
梓
の
木
と
檀
の
木
と
と
る
説
も
あ
る
が
、
弓
矢
を
つ
が
え
て
射
る
展
開
か
ら
梓
弓
が
示
さ
れ
、
同
様
に
弓
の
素
材
と
な
る
渡
り
瀬
に
立
つ
檀
の
木
が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
万
葉
集
で
は
「
梓
弓
」
は
、
「
梓
弓
末
は
し
知
ら
ず
し
か
れ
ど
も
ま
さ
か
は
君
に
寄
り
に
し
も
の
を
」
（
12
二
九
八
五
）、
「
梓
弓
末
の
中
こ
ろ
不
通
め
り
し
君
に
は
ひ
ぬ
嘆
き
は
息
め
む
」
（
12
二
九
八
八
）、
「
梓
弓
末
に
玉
巻
き
か
く
為
為
そ
寝
な
な
成
り
に
し
奥
を
兼
ぬ
兼
ぬ
」
（
14
三
四
八
七
）
の
よ
う
に
「
末
」
に
か
か
る
枕
詞
で
あ
り
、
相
手
と
の
行
く
末
や
将
来
が
見
通
せ
な
い
不
安
定
な
嘆
き
に
通
じ
て
い
く
。
「
梓
弓
」
を
出
す
こ
と
で
歌
謡
の
中
の
「
末
方
は
妹
を
思
ひ
出
で
」
の
「
末
方
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。「
檀
」
は
、「
南
淵
の
細
川
山
に
立
つ
檀
弓
束
纏
く
ま
で
人
に
知
ら
え
じ
」
（
7
一
三
三
〇
）
の
よ
う
に
生
え
て
い
る
木
と
し
て
詠
ま
れ
、
弓
に
展
開
す
る
こ
と
で
手
枕
を
纏
く
意
に
転
じ
て
い
く
。
ま
た
弓
の
縁
語
と
し
て
「
い
伐
ら
む
」「
い
取
ら
む
」
の
接
頭
語
「
い
」
に
通
じ
て
い
く
	。「
本
」
は
「
橘
の
本
に
道
履
む
八
衢
に
も
の
を
そ
思
ふ
人
に
知
ら
え
ず
」
（
6
一
〇
二
七
）、
「
は
し
き
や
し
吾
家
の
毛
桃
本
し
げ
み
花
の
み
咲
き
て
な
ら
ざ
ら
め
や
も
」
（
7
一
三
五
八
）、
「
春
霞
立
ち
に
し
日
よ
り
今
日
ま
で
に
わ
が
恋
止
ま
ず
本
の
繁
け
ば
」
（
10
一
九
一
〇
）、
「
橘
の
本
に
吾
を
立
て
下
枝
取
り
成
ら
む
や
君
と
問
ひ
し
子
ら
は
も
」
（
11
二
四
八
九
）
な
ど
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
木
の
「
本
」
は
恋
の
成
就
と
結
び
つ
き
、
思
い
の
源
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
木
を
伐
る
行
為
は
、
「
鳥
総
立
て
足
柄
山
に
船
木
伐
り
樹
に
伐
り
行
き
つ
あ
た
ら
船
木
を
」
（
3
三
九
一
）、
「
御
幣
帛
取
り
神
の
祝
が
鎮
斎
ふ
杉
原
薪
伐
り
殆
し
く
に
手
斧
取
ら
え
ぬ
」
（
7
一
四
〇
三
）
の
よ
う
に
、
女
性
を
手
に
入
れ
結
婚
す
る
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
万
葉
集
の
二
例
は
、
前
者
が
相
手
が
思
わ
ぬ
男
の
妻
に
な
っ
て
悔
し
い
気
持
ち
、
後
者
が
女
に
酷
い
目
に
あ
わ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
歌
い
、
女
性
と
結
婚
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
歌
謡
の
木
を
伐
る
行
為
は
君
と
妹
の
男
女
の
深
い
情
愛
を
絶
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
本
」「
末
」
の
表
現
は
、
記
第
四
七
番
歌
謡
、
記
第
九
〇
番
歌
謡
や
紀
第
九
七
番
歌
謡
、
万
葉
集
巻
十
三
三
二
二
二
に
も
み
ら
れ
る
が
、
時
空
の
両
面
に
関
与
し
、
神
霊
の
通
い
や
男
女
の
思
い
の
出
発
点
と
帰
着
点
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。
檀
の
木
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
君
と
妹
の
二
人
を
結
び
つ
け
る
よ
す
が
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
瀬
」
は
『
萬
葉
集
辞
典
』
に
「
川
の
浅
い
と
こ
ろ
、
ま
た
は
そ
の
流
れ
。
多
く
川
を
渡
る
の
に
こ
こ
を
通
っ
た
が
、
反
面
流
れ
の
激
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
川
の
霊
威
の
つ
よ
く
現
れ
出
る
場
所
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
瀬
は
祀
り
の
場
と
も
さ
れ
、
渡
り
瀬
で
は
通
行
の
無
事
を
祈
っ
て
幣
が
手
向
け
ら
れ
た

。
」
と
あ
る
。
歌
謡
中
に
は
「
渡
り
瀬
」「
其
処
」「
此
処
」
と
檀
の
木
が
立
つ
渡
り
瀬
を
意
味
す
る
語
が
繰
り
返
さ
れ
、
物
語
の
重
要
な
場
と
し
て
、
和
紀
郎
子
の
心
が
、
千
千
に
乱
れ
る
場
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
渡
り
瀬
は
集
中
の
「
吾
妹
子
を
夢
に
見
え
来
と
大
和
路
の
渡
瀬
ご
と
に
手
向
け
そ
―９―
わ
が
す
る
」
（
12
三
一
二
八
）
で
は
会
を
願
い
神
に
幣
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
瀬
は
川
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
男
女
の
通
い
路
で
も
あ
る
。
「
天
の
川
渡
瀬
ご
と
に
思
ひ
つ
つ
来
し
く
も
し
る
し
へ
ら
く
思
へ
ば
」
（
10
二
〇
七
四
）
の
よ
う
に
、
「
渡
り
瀬
」
で
「
思
ふ
」
こ
と
は
相
手
に
心
が
通
じ
、
効
果
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
実
際
に
う
こ
と
が
出
来
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
こ
の
川
ゆ
船
に
行
く
べ
く
あ
り
と
い
へ
ど
渡
り
瀬
ご
と
に
守
る
人
は
あ
り
」
（
7
一
三
〇
七
）
の
よ
う
に
通
い
路
の
要
所
に
監
視
人
が
い
て
、
思
う
に
任
せ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
「
ち
は
や
人
宇
治
の
渡
の
瀬
を
早
み
は
ず
こ
そ
あ
れ
後
も
わ
が
妻
」
（
11
二
四
二
八
）
の
よ
う
に
、
激
流
の
障
碍
に
よ
っ
て
会
を
妨
げ
ら
れ
た
妻
に
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
表
出
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
宇
治
川
の
瀬
に
重
な
っ
て
寄
せ
る
波
の
様
子
を
「
重 し
く
」
の
序
と
し
て
、
「
宇
治
川
の
瀬
瀬
の
し
き
波
し
く
し
く
に
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も
」
（
11
二
四
二
七
）
の
よ
う
に
、
瀬
は
相
手
の
思
い
が
乗
り
移
っ
て
妹
へ
の
思
い
に
頻
り
に
心
が
占
め
ら
れ
る
場
所
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
渡
り
瀬
は
物
語
の
地
の
文
に
よ
れ
ば
遺
体
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
訶
和
羅
之
前
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
は
死
者
の
こ
の
世
へ
の
思
い
が
残
り
、
遺
族
が
死
者
を
思
い
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
多
田
一
臣
氏
は
「
お
も
ひ
と
は
、
主
体
の
能
動
的
な
心
の
は
た
ら
き
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
り
、
対
象
に
作
用
し
て
そ
れ
を
現
前
さ
せ
る
呪
術
を
意
味
す
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
万
葉
集
の
恋
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
おも
ひ
は
基
本
的
に
は
相
手
の
魂
に
は
た
ら
き
か
け
、
魂
合
い
を
も
と
め
よ
う
と
す
る
呪
術
意
志
の
発
動
」
と
す
る
。
ま
た
、
内
田
賢
徳
氏
は
「
人
を
思
ふ
と
は
、
相
手
を
自
ら
の
内
面
に
所
有
す
る
こ
と
を
意
志
す
る
こ
と
	」
と
述
べ
る
。
荻
原
千
鶴
氏
は
、
両
氏
の
見
解
を
引
き
つ
つ
「
思
ひ
出
で
」
は
「
特
定
の
対
象
へ
の
強
い
情
動
を
言
い
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
突
如
と
し
て
襲
っ
た
圧
倒
的
な
情
動
作
用
で
あ
り
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
そ
れ
に
抗
す
る
す
べ
が
な
い
。
君
妹

へ
の
悲
痛
な
思
い
か
ら
離
脱
で
き
な
い
心
情
を
思ヒ
出
ヅ
と
い
う
上
代
に
お
い
て
は
相
聞
の
歌
語
と
し
て
し
か
用
い
ら
れ
な
い
語
に
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
心
情
を
丁
寧
に
記
し
た

」
と
解
釈
す
る
。
居
駒
永
幸
氏
は
こ
の
歌
謡
は
「
思
ふ
」
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
心
の
高
ま
り
に
導
く
構
造
を
も
ち
、
檀
は
君
妹
の
恋
を
成
就
さ
せ
る
神
樹
の
観
念
を
有
す
る
と
指
摘
す
る
。
集
中
十
一
例
の
「
思
ひ
出
」
の
用
法
の
う
ち
、
家
持
の
亡
妾
歌
で
は
、「
佐
保
山
に
た
な
び
く
霞
見
る
ご
と
に
妹
を
思
ひ
出
泣
か
ぬ
日
は
無
し
」
（
3

四
七
三
）
の
よ
う
に
、
佐
保
山
の
霞
を
妻
の
火
葬
の
煙
と
観
想
し
、
た
な
び
く
霞
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
過
去
と
現
在
の
時
空
は
通
じ
合
い
、
亡
妻
へ
の
絶
ち
が
た
い
思
い
に
よ
っ
て
作
者
は
情
動
を
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
。
「
女
郎
花
咲
き
た
る
野
辺
を
行
き
め
ぐ
り
君
を
思
ひ
出
た
も
と
ほ
り
来
ぬ
」
（
17
三
九
四
四
）
で
は
、
池
主
が
野
辺
を
女
郎
花
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
が
家
持
へ
の
思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
家
持
の
防
人
の
情
の
為
に
思
ひ
を
陳
べ
て
作
る
歌
に
は
、
「
春
霞
島
廻
に
立
ち
て
鶴
が
音
の
悲
し
く
鳴
け
ば
遥
々
に
家
を
思
ひ
出
負
征
矢
の
そ
よ
と
鳴
る
ま
で
嘆
き
つ
る
か
も
」
（
20
四
三
九
八
）
と
あ
り
、
家
人
の
消
息
を
尋
ね
る
鶴
の
鳴
き
声
が
故
郷
の
家
を
思
い
出
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
嘆
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
思
ひ
出
」
に
は
対
象
に
ゆ
か
り
の
具
体
的
な
景
物
の
も
つ
喚
起
力
が
主
体
の
心
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、
突
き
上
げ
て
く
る
情
動
に
よ
っ
て
主
体
に
自
己
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
例
が
あ
る
。
当
該
歌
謡
で
も
大
山
守
と
そ
の
妹
に
関
わ
る
檀
の
木
を
伐
る
こ
と
が
、
二
人
の
つ
な
が
り
を
絶
つ
も
の
と
観
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
渡
り
瀬
と
い
う
男
女
の
思
い
が
通
い
合
う
場
で
、
檀
の
木
を
伐
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
に
ゆ
か
り
の
対
象
が
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
取
り
憑
き
、「
い
ら
な
け
く
」「
悲
し
け
く
」
君
と
妹
を
思
い
出
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
自
ら
手
を
下
し
た
大
山
守
の
死
に
よ
っ
て
会
を
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
男
女
、
大
山
守
と
そ
の
妻
に
思
い
を
は
せ
、
二
人
の
心
を
つ
な
ぎ
大
山
守
命
の
霊
が
宿
る
檀
の
木
を
伐
ら
ず
に
来
た
の
だ
、
と
い
う
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
悲
痛
な
思
い
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
黒
沢
幸
三
氏
は
「
あ
の
宇
治
川
の
河
畔
に
立
つ
者
は
古
今
を
問
は
―10―
ず
激
流
の
中
に
人
の
世
の
悲
し
み
を
み
る
。」
と
し
、「
歌
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
和
紀
郎
子
に
は
悩
み
わ
ず
ら
う
人
間
と
し
て
の
一
性
格
が
賦
与
さ
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。
宇
治
川
の
渡
り
瀬
に
立
つ
樹
も
人
の
世
の
無
常
を
み
る
の
で
あ
ろ
う
。
檀
は
皇
位
継
承
争
い
の
勝
者
と
敗
れ
去
っ
た
者
の
双
方
の
悲
劇
を
映
し
出
す
か
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
日
本
霊
異
記
上
巻
第
十
二
縁
で
は
「
奈
良
山
の
渓
」
で
人
畜
に
履
ま
れ
た
髑
髏
を
木
の
上
に
置
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
二
月
の
夜
に
死
者
が
霊
と
な
っ
て
訪
れ
報
恩
す
る
話
が
あ
る
。
十
二
月
の
日
と
い
う
死
者
の
魂
を
祭
る
特
殊
な
日
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
山
の
渓
の
木
へ
の
髑
髏
の
安
置
が
死
者
の
御
魂
を
慰
め
、
こ
の
世
の
者
と
の
会
を
可
能
に
し
て
い
る
。
境
界
に
立
つ
木
は
死
者
の
魂
が
宿
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
身
﨑
壽
氏
は
倭
建
東
征
伝
承
の
歌
謡
の
機
能
に
つ
い
て
、
「
た
ち
ど
ま
り
、
う
し
ろ
を
ふ
り
か
え
り
つ
つ
、
そ
の
事
件
の
過
程
で
あ
り
え
た
ろ
う
人
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
を
つ
む
ぎ
だ
し
て
、
な
い
あ
わ
せ
て
い
く
も
う
ひ
と
つ
の
叙
述
の
線
が
あ
る
。
そ
の
中
心
的
な
役
わ
り
を
に
な
う
の
が
ウ
タ
で
、
こ
の
モ
ノ
ガ
タ
リ
で
ウ
タ
が
は
た
し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
時間
の
操
作
に
よ
る
ゆ
た
か
な
創
造
の
機
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
当
該
歌
謡
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
散
文
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
大
山
守
の
生
前
の
愛
情
生
活
が
描
き
出
さ
れ
、
大
山
守
の
残
さ
れ
た
妻
の
悲
嘆
に
思
い
を
は
せ
、
悲
痛
な
情
動
に
心
を
占
め
ら
れ
て
謀
反
人
の
兄
を
せ
め
て
も
手
厚
く
埋
葬
し
よ
う
と
す
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
大
山
守
命
の
骨
は
奈
良
山
に
埋
葬
さ
れ
た
と
あ
る
。
畠
山
篤
氏
は
こ
こ
に
「
温
情
れ
る
異
例
な
処
置
を
と
っ
た
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
賢
人
像
	」
を
み
る
。
ま
た
馬
場
小
百
合
氏
は
歌
謡
と
異
例
な
埋
葬
を
通
し
て
宇
遅
和
紀
郎
子
が
兄
大
山
守
命
を
「
反
逆
者
と
し
て
討
伐
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
苦
悩
」
を
示
し
、
「
明
ら
か
に
天
皇
た
る
資
質
を
欠
く
」
も
の

と
捉
え
る
。
万
葉
集
に
は
「
大
津
皇
子
の
屍
を
城
の
二
上
山
に
移
し
葬
り
し
時
」
の
大
来
皇
女
の
歌
と
し
て
、
「
う
つ
そ
み
の
人
に
あ
る
わ
れ
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
世
と
わ
が
見
む
」
（
2
一
六
五
）
が
あ
る
。
謀
反
人
の
大
津
皇
子
に
は
お
そ
ら
く
殯
も
正
式
な
埋
葬
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
和
と
大
坂
の
境
界
に
位
置
す
る
二
上
山
に
墓
所
を
移
し
た
の
は
、
「
亡
魂
の
祟
り
が
畏
怖
さ
れ
る
な
ど
特
殊
な
事
情
に
よ
っ
て
、
改
葬
が
行
わ
れ
た
」
た
め
で
あ
ろ
う
。
謀
反
人
で
あ
る
大
山
守
が
葬
を
許
さ
れ
る
の
は
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
温
情
で
あ
り
、
鎮
魂
の
意
味
を
担
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
群
臣
鮪
は
殺
さ
れ
た
後
に
乃
楽
の
は
さ
ま
に
埋
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
、
万
葉
集
に
「
寧
楽
の
手
向
に
置
く
幣
は
」
（
3
三
〇
〇
）
と
あ
る
よ
う
に
、
奈
良
山
の
峠
の
拝
所
で
は
手
向
が
行
わ
れ
た
。
境
界
は
他
界
へ
霊
威
が
立
ち
上
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
祟
り
を
封
じ
込
め
る
場
で
も
あ
っ
た
。
歌
謡
に
よ
っ
て
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
、
兄
を
討
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
自
己
の
悲
痛
な
思
い
を
ゆ
か
り
の
木
を
伐
れ
な
い
で
来
た
と
表
出
し
、
大
山
守
命
の
死
を
悼
み
、
奈
良
山
に
埋
葬
す
る
こ
と
で
兄
に
こ
の
世
へ
の
思
い
を
絶
た
せ
、
魂
を
あ
の
世
に
送
り
届
け
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
古
事
記
の
相
譲
譚
に
は
、
『
史
記
』
（
伯
夷
列
伝
）
の
伯
夷
と
叔
斉
、
『
史
記
』
（
呉
太
伯
世
家
）
の
諸
樊
と
季
札
な
ど
、
漢
籍
を
典
拠
と
す
る
皇
位
相
譲
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
荻
原
千
鶴
氏
は
『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
の
季
札
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
、
瀬
間
正
之
氏
は
、
兄
弟
相
譲
譚
、
日
本
書
紀
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
組
み
は
、
『
雑
宝
蔵
経
』
を
ヒ
ン
ト
に
形
作
ら
れ
、
そ
こ
に
当
て
は
ま
る
文
例
を
『
漢
書
』
等
の
漢
籍
か
ら
検
索
し
、
文
飾
し
た
も
の
と
す
る
。
大
雀
命
が
優
れ
た
資
質
を
も
つ
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
早
逝
を
受
け
て
や
む
を
え
ず
即
位
し
た
と
語
ら
れ
る
伝
承
は
、
下
巻
の
「
人
の
世
」
の
始
祖
と
な
る
、
儒
教
思
想
に
よ
る
仁
と
徳
を
第
一
の
規
範
と
す
る
新
し
い
時
代
の
天
皇
像
を
提
示
し
て
い
よ
う
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
言
動
に
儒
教
思
想
が
読
み
取
れ
る
の
は
、
兄
の
大
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雀
命
に
皇
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
だ
け
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
い
た
『
呂
氏
春
秋
』
の
話
の
天
命
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
子
の
話
は
、
父
帝
の
寵
愛
を
受
け
て
日
継
御
子
に
定
め
ら
れ
、
知
と
情
を
兼
ね
備
え
た
人
物
で
あ
り
、
自
ら
謀
反
を
鎮
め
、
皇
位
相
譲
し
よ
う
と
す
る
和
紀
郎
子
が
早
逝
に
よ
っ
て
天
命
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
よ
う
。
金
谷
治
氏
は
『
書
経
』
で
は
「
天
命
は
徳
に
従
っ
て
移
る
も
の
で
あ
り
」、『
論
語
』
に
お
け
る
「
天
命
」
は
「
外
在
的
な
ま
ま
な
ら
な
い
運
命
と
し
て
の
意
味
が
強
い
」
と
さ
れ
る
。
日
本
書
紀
に
は
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
蘇
生
の
際
に
、「
命
な
り
。」
の
語
が
み
え
る
。
古
事
記
に
は
こ
の
語
は
記
さ
れ
な
い
が
、
大
雀
命
は
資
質
に
恵
ま
れ
、
応
神
天
皇
の
御
心
を
見
通
し
て
忠
実
に
行
動
し
、
儒
教
思
想
を
身
に
着
け
、
天
命
に
も
選
ば
れ
た
存
在
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
神
託
に
よ
っ
て
即
位
す
る
応
神
天
皇
や
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
乗
り
越
え
て
い
く
天
皇
像
を
形
成
し
て
い
る
。
中
川
ゆ
か
り
氏
は
、
「
下
巻
の
天
皇
は
、
中
巻
の
天
皇
に
求
め
ら
れ
た
よ
う
な
神
に
通
じ
、
神
の
教
え
を
聞
き
取
る
力
よ
り
も
、
人
民
を
掌
握
統
治
す
る
能
力
、
支
配
者
と
し
て
の
能
力
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
古
事
記
は
こ
の
よ
う
な
中
巻
の
論
理
の
終
焉
を
、
父
に
鍾
愛
さ
れ
、
か
つ
聖
性
を
持
つ
御
子
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
が
即
位
し
な
い
こ
と
で
語
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。
即
位
後
仁
徳
天
皇
は
、
応
神
天
皇
と
矢
河
枝
比
売
の
妹
袁
那
弁
郎
女
と
の
所
生
で
あ
る
宇
遅
能
和
紀
郎
女
や
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
妹
八
田
若
郎
女
を
妃
に
迎
え
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
女
鳥
王
に
求
婚
を
し
て
異
母
妹
の
独
占
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
統
を
一
つ
に
ま
と
め
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
の
自
ら
事
を
処
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
藤
に
苦
し
み
、
謀
反
人
に
も
優
し
い
温
情
を
示
す
人
柄
は
人
間
と
し
て
魅
力
的
で
は
あ
っ
て
も
、
天
下
の
体
制
を
束
ね
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
七
審
分
覧
審
分
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
故
至
治
之
務
、
在
二
於
正
一
レ
名
。
名
正
則
人
不
二
憂
勞
一
矣
。
不
二
憂
勞
一
則
不
レ
傷
二
其
耳
目
之
生
一 。
問
而
不
レ 詔
、
知
而
不
レ 爲
、
和
而
不
レ 矜
、
而
不
レ 處
。
君
主
は
君
臣
の
分
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臣
下
に
問
い
か
け
る
だ
け
で
自
ら
は
命
令
せ
ず
、
知
っ
て
い
て
も
自
ら
手
を
下
さ
ず
、
万
事
を
臣
下
に
委
ね
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
自
ら
計
略
を
実
行
し
、
大
山
守
命
を
倒
し
て
お
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
君
主
の
あ
る
べ
き
姿
と
は
異
な
っ
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
九
離
俗
覧
上
徳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
三
苗
不
レ
、
禹
	レ
攻
レ
之
。
舜
曰
、
以
レ
德
可
也
。
行
レ
德
三
年
、
而
三
苗
。
孔
子
聞
レ
之
曰
、

二
乎
德
之
一 、
則
孟
門
太
行
不
レ
爲
レ
險
矣
。
故
曰
、
德
之
、
疾
二
乎
以
レ
郵
傳
一
レ
命
。
周
明
堂
、
金
在
二
其
後
一 、
有
以
見
二
先
レ
德
後
一
レ
武
也
。
舜
其
レ
此
乎
。
其
臧
レ
武

二 於
周
一 矣
。
三
年
に
亘
る
徳
に
よ
る
教
化
で
三
苗
を
服
し
、
徳
を
第
一
に
し
て
武
を
後
回
し
に
す
る
舜
の
政
治
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
炊
煙
が
た
た
な
い
の
を
見
て
国
の
貧
窮
を
察
し
、
三
年
の
間
祖
税
と
夫
役
を
免
除
し
た
仁
徳
の
治
世
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
和
紀
郎
子
伝
承
は
、
二
首
の
歌
謡
を
通
し
て
、
父
帝
の
愛
情
に
保
証
さ
れ
た
御
子
、
大
山
守
命
の
反
乱
に
果
断
に
対
処
し
な
が
ら
も
、
情
に
揺
れ
動
く
温
情
れ
る
和
紀
郎
子
像
を
形
成
し
て
い
る
。
父
帝
の
命
に
背
い
て
も
大
雀
命
に
位
を
譲
ろ
う
と
し
、
天
命
に
恵
ま
れ
ず
に
早
逝
し
た
悲
劇
の
御
子
、
そ
う
し
た
弟
王
を
乗
り
越
え
、
す
ぐ
れ
た
資
質
に
よ
っ
て
即
位
を
果
た
す
大
雀
命
の
正
統
性
を
説
く
も
の
と
し
て
宇
遅
能
和
紀
郎
子
伝
承
は
機
能
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
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識
」
『
國
學
院
大
學
日
本
文
学
論
究
』
第
五
十
三
冊
一
九
九
四
年
三
月
七
頁
⑤
前
掲
書
①
二
六
〇
頁
頭
注
⑥
河
村
秀
根
『
書
紀
集
解
』
巻
第
十
一
に
「
譲
位
」
の
出
典
と
し
て
『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
の
諸
樊
と
季
札
の
例
を
あ
げ
る
。
『
書
紀
集
解
』
三
一
九
六
九
年
九
月
臨
川
書
店
六
五
七
頁
⑦
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
下
』
（
著
作
集
2）
一
九
六
三
年
十
一
月
岩
波
書
店
三
九
頁
⑧
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
上
』
一
九
六
二
年
九
月
塙
書
房
二
〇
九
頁
⑨
森
朝
男
「
ふ
」
『
古
代
和
歌
と
祝
祭
』
一
九
八
八
年
五
月
有
精
堂
一
一
六
一
一
七
頁
⑩
中
川
ゆ
か
り
「
出
会
い
の
表
現
」
『
上
代
散
文
そ
の
表
現
の
試
み
』
二
〇
〇
九
年
二
月
塙
書
房
八
三
～
八
六
頁
⑪
中
川
ゆ
か
り
「
応
神
記
の
厳
飾

古
事
記
の
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
像
」
前
掲
書
⑩
二
〇
四
二
〇
五
頁
⑫
松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
第
三
巻
個
分
的
研
究
（
下
）
』
一
九
五
五
年
十
一
月
培
風
館
七
九
四
頁
⑬
及
川
智
早
「
この
蟹
や
歌
謡
試
論
ワ
ニ
氏
始
祖
発
生
を
語
る
原
歌
謡
の
想
定
」『
古
事
記
年
報
』
第
三
二
号
一
九
九
〇
年
一
月
一
四
九
頁
。
な
お
和
邇
氏
の
伝
承
を
想
定
す
る
の
は
、
土
橋
寛
「
氏
族
伝
承
の
形
成

こ
の
蟹
や
何
處
の
蟹
」『
萬
葉
学
論
集
』
一
九
六
六
年
七
月
澤
瀉
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
⑭
田
辺
行
雄
「
こ
の
蟹
や
い
づ
く
の
蟹
」
『
古
事
記
大
成
2
文
学
』
一
九
五
七
年
四
月
平
凡
社
三
二
一
頁
⑮
深
沢
忠
孝
「
角
鹿
の
蟹
（
応
神
記
）」『
記
紀
歌
謡
古
代
の
文
学
Ⅰ
』
一
九
七
六
年
四
月
早
稲
田
大
学
出
版
部
九
二
九
三
頁
⑯
居
駒
永
幸
「
蟹の
歌

応
神
記
日
継
物
語
の
方
法
」『
文
学
』
第
一
三
巻
第
一
号
二
〇
一
二
年
一
月
岩
波
書
店
六
六
頁
⑰
守
屋
俊
彦
「
この
蟹
や
何
処
の
蟹
私
考
」『
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
』
一
九
九
二
年
二
月
和
泉
書
院
一
九
二
～
一
九
四
頁
⑱
三
浦
佑
之
「
語
り
と
し
て
の
ウ
タ
」
『
古
代
叙
事
伝
承
の
研
究
』
一
九
九
二
年
一
月
勉
誠
社
一
二
五
頁
⑲
居
駒
永
幸
「
神
名
を
う
た
う
叙
事
歌
の
様
式
」
『
古
代
の
歌
と
叙
事
文
芸
史
』
二
〇
〇
三
年
三
月
笠
間
書
院
三
九
頁
⑳
古
橋
信
孝
「
巡
行
叙
事
」
『
古
代
和
歌
の
発
生
歌
の
呪
性
と
様
式
』
一
九
八
八
年
一
月
東
京
大
学
出
版
会
一
一
一
頁

鉄
野
昌
弘
「
神語
を
め
ぐ
っ
て
」『
萬
葉
集
研
究
』
第
二
六
集
二
〇
〇
四
年
四
月
塙
書
房
二
七
五
～
二
七
七
頁
	
大
浦
誠
士
「
道
行
考
」
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
（
人
文
科
学

）
第
三
二
号
二
〇
〇
一
年
三
月
二
〇
二
一
頁

三
浦
佑
之
「
語
り
と
伝
承
者
」
前
掲
書
⑱
三
八
九
頁

古
橋
信
孝
「
生
産
叙
事
」
前
掲
書
⑳
八
七
頁

前
掲
書
⑯
六
八
六
九
頁
な
お
叉
状
研
歯
に
つ
い
て
は
、
春
成
秀
爾
「
叉
状
研
歯
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
一
集
一
九
八
九
年
三
月
に
詳
し
い
。

特
殊
な
歯
並
び
化
粧
法
と
は
異
な
る
が
、
通
常
と
は
異
な
る
形
状
の
人
工
変
形
頭
蓋
の
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
通
常
と
は
大
き
く
異
な
る
外
形
が
、
一
般
人
と
の
識
別
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
熊
本
県
玉
名
郡
菊
水
町
松
坂
古
墳
出
土
人
工
変
形
頭
蓋
の
女
性
人
骨
」
一
九
九
八
年
八
月
二
七
日
（
木
）
毎
日
新
聞
夕
刊
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
世
界
各
地
の
変
頭
は
後
頭
部
の
変
形
を
通
例
と
し
、
そ
の
目
的
は
神
官
に
な
る
こ
と
や
美
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人
の
条
件
な
ど
で
あ
っ
た
。
変
頭
の
風
習
が
弥
生
古
墳
時
代
に
実
在
し
、
王
（
首
長
）
の
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
支
配
者
層
の
風
習
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
顔
面
部
を
変
形
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
非
日
常
的
な
祭
祀
を
執
り
行
う
巫
女
ら
し
い
。

山
口
佳
紀
「『
古
事
記
』
大
山
守
命
物
語
の
読
み
方
」『
論
集
上
代
文
学
』
第
二
五
冊
二
〇
〇
二
年
十
一
月
笠
間
書
院
一
一
七
一
一
八
頁

馬
場
小
百
合
「『
古
事
記
』
大
山
守
命
の
反
乱
物
語
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
」『
国
語
と
国
文
学
』
第
千
十
八
号
二
〇
〇
八
年
六
月
一
九
頁

荻
原
千
鶴
「
君
を
思
ひ
出
妹
を
思
ひ
出

宇
遅
能
和
紀
郎
子
（
菟
道
稚
郎
子
）
の
造
形
」『
文
学
』
第
一
三
巻
一
号
二
〇
一
二
年
一
月
岩
波
書
店
一
五
一
頁
	「
君
」
は
契
沖
以
来
応
神
天
皇
を
さ
す
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
第
六
巻
』
一
九
七
九
年
十
一
月
三
省
堂
四
〇
八
四
〇
九
頁
の
、
「
君
」
を
大
山
守
命
、「
妹
」
を
大
山
守
命
の
妃
と
す
る
説
に
従
う
。


辰
巳
正
明
監
修
『
古
事
記
歌
謡
注
釈
歌
謡
の
論
理
か
ら
読
み
解
く
古
代
歌
謡
の
全
貌
』
二
〇
一
四
年
三
月
新
典
社
一
五
四
頁

中
村
啓
信
訳
注
『
新
版
古
事
記
』
二
〇
〇
九
年
九
月
角
川
学
芸
出
版
一
七
〇
頁

尾
崎
暢
殃
森
淳
司
辰
巳
正
明
多
田
一
臣
烏
谷
知
子
編
修
一
九
九
三
年
五
月
武
蔵
野
書
院
三
六
三
頁
多
田
一
臣
氏
執
筆
「
瀬
」
の
項

多
田
一
臣
「
おも
ひ
と
こひ
と
」『
万
葉
歌
の
表
現
』
一
九
九
一
年
七
月
明
治
書
院
五
八
五
九
頁

内
田
賢
徳
「
見
る
見
ゆ
と
思
ふ
思
ほ
ゆ

『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
そ
の
相
関
」『
萬
葉
』
第
一
一
五
号
一
九
八
三
年
十
月
六
頁

前
掲
書

一
五
一
頁

居
駒
永
幸
「
記
紀
歌
謡
を
ど
う
読
む
か
大
山
守
命
の
死
と
記
51歌
の
叙
事
を
通
し
て
」『
日
本
文
学
』
第
四
九
巻
第
六
号
二
〇
〇
〇
年
六
月
五
九
六
〇
頁

黒
沢
幸
三
「
大
山
守
命
と
宇
遅
能
和
紀
郎
子
」
『
同
志
社
国
文
学
』
第
十
一
集
一
九
七
五
年
二
月
一
〇
一
一
頁

身
﨑
壽
「
ウ
タ
と
と
も
に
カ
タ
ル
」
『
論
集
上
代
文
学
』
第
三
二
冊
二
〇
一
〇
年
六
月
笠
間
書
院
一
二
六
頁

畠
山
篤
「
葬
り
の
許
し
宇
遅
和
紀
郎
子
の
温
情
」『
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
紀
要
国
文
学
』
第
十
巻
第
二
号
一
九
八
二
年
三
月
一
五
頁

前
掲
書

二
六
二
三
頁

多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
Ⅰ
』
二
〇
〇
九
年
三
月
筑
摩
書
房
一
五
五
頁

前
掲
書
⑥
⑦
⑧

前
掲
書

一
四
五
頁

瀬
間
正
之
「
日
本
書
紀
と
漢
訳
仏
典
兄
弟
皇
位
相
譲
譚
と
火
中
出
産
譚
を
中
心
に
」
『
記
紀
と
漢
文
学
』
一
九
九
三
年
九
月
汲
古
書
院
二
一
〇
二
一
一
頁

金
谷
治
「
中
国
古
代
に
お
け
る
神
観
念
と
し
て
の
天
」『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』
一
九
八
一
年
二
月
講
談
社
五
九
三
六
〇
一
頁

前
掲
書
⑪
二
〇
七
頁
＊
古
事
記
の
本
文
は
、
山
口
佳
紀
神
野
志
隆
光
校
注
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
一
九
九
七
年
六
月
小
学
館
に
よ
る
。
＊
万
葉
集
の
歌
は
、
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
』
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。
た
だ
し
、
二
四
八
九
の
表
記
は
「
下
」
か
ら
「
本
」
に
原
文
に
よ
っ
て
改
め
た
。
＊
呂
氏
春
秋
の
本
文
は
、
楠
山
春
樹
新
編
漢
文
選
『
呂
氏
春
秋
』
上
中
下
一
九
九
六
年
七
月
明
治
書
院
に
よ
る
。
＊
漢
書
舊
唐
書
陳
書
の
本
文
は
、
中
華
書
局
版
に
よ
る
。
＊
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
田
熊
信
之
氏
須
永
哲
矢
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
＊
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
上
代
文
学
会
七
月
例
会
の
口
頭
発
表
の
一
部
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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